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木口福祉財団の団体交流会に行ってきました！ 

10月 26日の木口福祉財団の団体交流会に下重副理事長とわらじの会の吉田久美子さ

んと今井で参加してきました。木口福祉財団からは、今年の当協会の大きな活動の一つ

である「ハコのない施設になっていない？ 地域巡業（重度障碍者の地域生活支援のた

めの初任者研修）」を行うための助成金をいただきました。（ありがとうございます）。 

交流会に行こうと思ったのは、木口福祉財団のスタッフが、芦屋から浦和まで聞き取

りに来てくれたからです。（好友さん、ご苦労様でした）。そんなことって初めて！ 

 とにかく、行って良かった。木口財団の目的は横のつながりを作ろうというところに

もあるのがわかったし、参加している 50 団体は、秋田から熊本まで、みな地域で何と

かやっていこうという思いがある団体だったからです。 

精神障害の人たちの施設が多いような気もしましたが、福農連携という視点からか農

業をやっているところも多く感じられました。また、ダウン症の女性が文字をかいて講

演をして回っているというユニークな活動にも助成していました。くまもと障害者労働

センターの倉田さんもいました。埼玉からは自立生活協会と晴れ晴れさんが行きました。

かっぽでクッキーを販売していますが、晴れ晴れさんから「クッキーを作っているうち

に、この人たちは何を思っているのかとなり、行き着くところが「この人達はここにい

たいんだ」がわかり、だったら地域のものにこだわろうということで、川口市はキュー

ポラの街だからベーゴマクッキーを作った」という報告も印象的でした。かっぽで晴れ

晴れさんのクッキーを置く販売アピールの一つだとも思えました。 

 運動体ではなく事業所として始めた人たちも、障害を持つ人たちを目の前にして「こ

れでいいのか？これでいいのか」と、手探りで悩んでいたこともわかりました。運動体

だからとか事業体だからではなく、地域で障害を持つ人たちとかかわる中で、同じ疑問

や思いを持つ人がいることがすごく嬉しく思えました。こんな人たちを集めてくる木口

財団のスタッフはすごいぞ！と思い、地

域巡業を頑張らなければと尻を叩かれた

気分で帰ってきました。（今井） 

 前泊して東三国駅前のたこ焼き屋さんに行き

ました（表紙写真）。「食べます」というと、通り

に面した壁にあれよあれよとテーブルができ、

屋台になって。さらにビールケースもテーブル

代わりにしてくれました。おいしくて、楽しくて。

地域生活ってやっぱりいいよね！ 

 ←木口福祉財団創始者の木口衛氏と記念ショ

ット！「まもちゃん」と一緒！ 
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「ハコのない施設になっていない？ 地域巡業 」 

 第 1回は        11月 30日（土） 12時から 

 NPO法人 上福岡障害者支援センター21による 

「知的障害を持つ人の GH以外での一人暮らしや GHサテライトの話」 

 

第 2回は 1月 21日（火）自立援助ホーム とことこの家（所沢市） 

第 3回は 1月 27日（月）地域活動センター 農（あぐり・さいたま市） 

第 4回は 2月 6日（火）地域自立支援グループ あん（鴻巣市） 

が予定されています。 
 スタートが若干遅れていますが、準備は着々と進んでいます。 

NPO法人地域自立支援ホーム あん 

(鴻巣市・11月 6日に打ち合わせに行きました！) 

沖田さんの平屋の自宅を会議の場として開放し、理事会

や研修等を行うそうです。介護事業所の事務所は隣のマン

ションの一室を使っているようですが、生活の場での会議

は、言葉以上のコミュニケーションの手段であると感じま

した。 

①重度訪問介護は、支援法ができる以前から重度の障害者

が 24 時間介助を、自分の知人や個人で体制を作り生活し

てきたという実態を、制度の中に取り込んでものだという

ことを、思い出しました（見守りという言葉もその流れでし

た）。当事者が一人事業主で生活している実態があっての制

度だったのです。またコミュニケーションは「重度の障害」

という物差しの一つで、その点では②沖田さんは重度の障

害ではないのではないか。NPO法人あんの中で、コミュニ

ケーションの取りずらい人の問題や課題を含めた事例報告

をしてもらいたいとお願いしてきました。多分、沖田さんの

これまでと、あんの報告にもなると思いますが、①と②を加

えた形で問題提起になったらいいなと事務局としては思いました。（今井） 

目 的 重度障害者の地域生活支援とは？ 
→やまゆり園をどうとらえるか？ →地域で暮らす当事者の話を公にさせていく 

 障害をもつ人のこと、暮らしている人のことを知らない→当事者が報告 

 →当事者と一緒に活動している人の悩みや困っていることを出し合う 

  

生活の場や活動の場を見学した後に、報告を聞き、その後参加者と意見を公開

しながら、抱えている課題や疑問を出しながら、交流も深めていく。 

  参加費：1 回のみの参加は 600 円。3 回以上の参加者には、報告書等をお渡

しします。事前申し込みをした方には、それぞれの団体からお土産が・・。 
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9月 26日、一日外回りの営業兼見

学に行って来ました。 
まずは、松伏町にある増田屋さん！の久

寿餅。昔ながらの店先で温厚な店主さん

（81歳）とお嫁さんだったのかなぁ・・・

アットホームな雰囲気の中話が進みま

した。 

こちらの久寿餅を

県職員対象にチラ

シを配布し販売出

来たらと思いご相

談をさせて頂き、店

主の方も快諾して

くれました。 

合わせて 10月 31日

のハロウィンイベ

ントや 11月 14日県

庁開放デーでも販

売出来る事になりました。 

昔からの作り方で、混ざり物がないた

め、6月から 9月の間は製造をおやすみ。

販売は 10月 1日からはじまります。 

その店主さんとの話の中で 

「松伏町役場の第一庁舎内一階にて、

かっぽさんと同じように松伏町内の施

設さんが店番をして販売しているから、

きっとパンも販売しているよ！」 

とまるで伝言ゲームのように話が進み

増田屋さんの後に早速、町役場へ！ 

 

お店の名前は「ポポ歩」名前の由来は

一歩一歩ゆっくり歩んで行こ

う！との意味。 

町役場で販売出来るように

なったのも福祉課に問い合わ

せをし始めてから 6 年の歳月

が流れたそうです。 

まさに名前の由来とおり、一

歩一歩ゆっくり確実にですね。 

月曜・水曜・金曜 → ゆめみ野工房 

火曜 → 心 

金曜 → かるがもセンター 

３つの施設さんが決められた曜日に

10 時～午後 2 時までの販売をしていま

す。フェルトで出来た手作りのバックに

クッキーを詰め合わせてプレゼントと

しても可愛いと思います。 

木曜の店番はかるがもセンターさん

でしたので、残念ながらパン販売はゆめ

み野工房さんの時だけのようです 

そして最後は、ゆめみ野工房さんへ・・・

行った時間も 4時を回っていたので、通

所の方々は帰るところでした。実際にパ

ンやクッキーの製造しているところは

見学は出来ませんでしたが、施設長・サ

ービス管理先任者の方々とお話が出来

ました。施設長さんは県職員のお友達も

いるそうで、かっぽフェスタの事は知っ

ていて、あの「かっぽ」さんが訪ねて来

てくれた！と驚きの対応をして下さい

ました 

早速、10月 31日のハロウィンイベント

に出店しませんかとお誘いをさせても

らいつつ・・・ポポ歩さんでも販売をし

ていたクッキーをかっぽへも卸しても

らいたいお願いをさせてもらい了解を

いただきました。 
 



2019 年 11月 15日発行 毎月 12回（1と 3と 5 と 7の日） 通巻 7440号 

        ＳＳＴＫ  1983 年７月１９日第三種郵便物承認   

 

5 

１０月２３日（水）  

 今日はこれと言った出来事はなく最後の

レジ精算作業も誤差０円で終えることが出

来た。ここでの勤務は１年９か月が経つが、

週３日勤務の現状はレジ打ちと伝票管理が

中心で、今後は開店と閉店を手伝うことに

したが、通常作業中の簡単な間違い、段取り

を忘れてしまった、記入に時間がかかる、こ

の３つの克服がなかなかできない。 

後から考え直せば、簡単なミスばかりで

後悔してしまう事が並ぶ時がある。でも防

ぐ方法は、必ずあるはずなので自分を信じ

て続けて行いたい。 

 

１０月２４日（木）  

 今日は昨日書いた、「簡単な間違い、段取

りを忘れてしまった、記入に時間がかかる」

この内の簡単な間違いをやってしまった。

開店準備中に、商品を仕

入れる入金ボタンを押し

て金額の記録をするのだ

が、間違えて出金ボタン

を押してしまった。最初

聞いたときには、信じら

れなかったのだが何度も

考え直し自分のミスと、

認め次はこの様な簡単ミ

スは絶対にあってはなら

ない、と今更ながら思っ

た。 

  

１０月２５日（金） 

 今日は先日の通院の振り替え出勤となっ

た。朝から土砂降りで急に寒くなったせい

か頭痛と体がフラつきながらの辛い１日と

なった。とりあえずこんな日もあるさ、と開

き直って勤務を頑張った。体調が悪かった

のは、私だけではなく I さんも今日は休む

と連絡が入り、Sさんものどが痛い、鼻水が

出る等、お疲れモードの勤務となった。 

気が付くと１６時になったのでレジ精算

作業を行い今日も、精算表と精算レシート

の誤差は０円で終えてホッとした。 

 話は全く違う内容になるが、マンション

の契約更新を１１月に行う。つまり間もな

く２年になる生活の感想を書きたい。１人

暮らしを行うまでは、１２年間ふじみ野市

にある「自立生活センター二人三脚」でセン

ター通信の原稿作成を中心に実家で暮らし

てきた。 

 父親がなくなると同時に、やっと自分で

生活出来る居場所を見つけ現在に至る訳だ

が正直、「障がい者の暮らしとは何、何のた

めに１人暮らしをしているのか」この大事

な代名詞をまだ何もわかっていない。私の

場合、余計深みにハマり、日々嘔吐を出した

くなる気持ちで生活している。この甘った

れの原因は、未だに障がいを体の一部、そし

て個性と認めたくない本人が居た。 

 しかし最近になって、私の障がいを知り

たくなったのとここまで出来て納得しまし

た、この達成感を探したくなった。そのヒン

トをつかもうと、車椅子バスケをして自分

で車を運転してもちろん買い物にも行く、

出来る範囲でお金をやりくりして間もなく

２年が経つ。実家暮らしの生活を、一変させ

てきたがまだ知らない現実を、知らないま

ま怯えて同じ所をぐる

ぐる回っている様だ。

今回の契約更新を１つ

の通過点と考え、自分

の体や障がいと個性を

考え直し納得できる達

成感を少しずつ探した

い。 

 

 11 月 7 日（木）  

 午後は社団の事務局

会議に出席することに

なった。久ぶりに出席

し驚いたのが、八木井

さんの施策推進協議会、教育の報告で生徒

に暴れないようペット用リードを体に結び

付ける、という話だ。それは新しいことに挑

戦したい、そっちではなくこの部分をもっ

と教えてほしい、等の当事者の知りたいこ

とを上手く説明できないストレス、がある

と思った。いくらお互いの疎通が、分からな

いからと言ってリードで束縛とはあまりに

酷い、と思った。 

私はやっと１人暮らし目線を持つように

なった、そして思ったのが、自分のイメージ

でご飯が食べられ暮らしが出来ることがこ

んなにも大切なことなのかと。しかしこれ

が全ての障害の人が出来ていない、という

現実を知った時「え、なんで」という疑問も

わかった。逆に、介助者と当事者の見えない

リードで引っ張り合っているのも分かった。 

ひとりぐらし 

   と 

しごとのはなし 
    

 N 氏の独り言 
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8 月 24、25 日の 2 日間にわたって、

「第 19 回障害児を普通学校へ・全国連

絡会 全国交流集会 in 千葉」が開催さ

れた。私は日ごろ定期刊行物協会の仕事

で千葉県の加盟団体の方々や今回の実

行委員長の橋本さんともメールのやり

とりをしているので、彼女たちの誘いを

受けて全国交流集会に参加した。 

 

■「そもそも、自立って何？」 

この集会で一番衝撃的だったのは、な

んといっても最初のプログラムの東大

の熊谷慎一郎氏による講演「そもそも自

立ってなに？」だろう。 

私は子どものときから親に「何もかも

自分でやるのが自立だ」と教えられ、今

までそれを信じてきた。しかし自ら車椅

子ユーザである熊谷さんはその真逆で、

自立に関して一番大切なのは「依存先を

増やすこと」だと語る。その想いに至っ

たのは、ビルの 5階にいたときに経験し

た東日本大震災がきっかけだそうだ。健

常者ならば、階段や非常階段、場合によ

っては滑り台などで下に降りられるが、

停電によってエレベーターが止まって

しまい、知り合い数人によって担ぎ出さ

れるまで身動きが取れなかった経験か

らだという。 

熊谷さんはその状況を、母親からお腹

の赤ちゃんへ栄養を送り込む「へその緒」

に例えながらうまく説明してくれた。車

いす利用者がエレベーターでしか下に

降りられないように、障害者は健常者に

比べ依存先が圧倒的に限られてしまう。

そして依存先（＝へその緒）がただ一つ

親のところへ集中してしまうのも、障害

者の大きな特徴だと彼は言っていた。 

 

■親以外とのへその緒をつなぐ！ 

その話を聞いて、私も例外ではないと

感じた。小中高と地元ではなく、都内の

養護学校まで母親の車で 30 分かけて送

迎してもらっていた。学校から帰っても、

会話する相手は親だけで、親との「へそ

の緒」が太くなっていた。友達といえば

養護学校のクラスメイトしかいなかっ

たし、卒業後せっかく大学に入ったにも

かかわらず、友達の作り方がわからず独

りぼっちになることが多かった。 

熊谷さんの講演を聞いて、私も親では

なく、学友などに多くの「へその緒」を

作っておけばよかった。失敗したと思っ

た。 

２日目。私が参加した第 5分科会「卒

業後の自立」でも、まさに「へその緒」

に直結した問題だった。昨年社団のシン

ポジウムにもお呼びした発題者の「たこ

の木クラブ」の岩橋さんは、親が障害の

ある子どもを一生面倒みるのではなく、

ある程度区切りを設けて、ほかの支援に

任せてはどうかと発言していた。 

 

■字面付き合いから生の付き合いに 

母を早くに亡くした私は、父との 2人

「第 19回全国交流集会 in 千葉」に参加して 

八木井雄一(理事・川口市) 



2019 年 11月 15日発行 毎月 12回（1と 3と 5 と 7の日） 通巻 7440号 

        ＳＳＴＫ  1983 年７月１９日第三種郵便物承認   

 

7 

暮らしが長かった。今思えば父のほうが

私に依存していたのかもしれないとも

思うが、もっと早くに一人暮らしをして

おけば良かったと少し後悔している。さ

らに柏市の仲井さんは、障害を持ってい

る息子の秀和くんが普通学校に行き、一

人暮らしをしている様子を報告してい

た。仲井さんとは定期刊行物で長年のお

付き合いがあるにもかかわらず、事務的

なやり取りばかりで、生活のことは何も

知らなかったことに恥ずかしさを覚え

た。 

全国交流集会の参加は今回で 3 回目

となるが、いろんな人に会って普通学校

の話を聞いていると、改めて「自分はな

ぜ地域の学校に行かなかっただろう

か・・・」と後悔の念がたびたび募る。 

余談だが、やっぱり 1日目の夜は千葉

のホテルに泊まればよかったと思った。

というのも実は 1泊 2人(介助者と)で 2

万もする高級ホテルを予約していたが、

価格が高すぎるのと千葉ならいったん

帰宅できると考えて、ホテルはキャンセ

ルした。でも実際にやってみたら、夜中

と早朝にかけて合計 4 時間の往復はか

なりきついものがあった。 

このように、この交流集会に参加する

たび私は、多くの失敗を繰り返し、いく

つもの後悔の念を抱いてしまう。でもま

たいずれ参加したいと思っている。 

私自身もうすうす気づいてはいたが、

そんな私は、根っからの「Ⅿ」なのかも

しれない。。。（苦笑） 

 

    八木井理事を みんなで応援しよう！ 
八木井理事は埼玉県の障害者施策推進協議会の委員をしています。今年度は第 6 期障害

者支援計画に向けて何が盛り込めるかという議論が、事例報告とともにされています。八木

井理事が担当しているワーキング（11月 6日）では、今回以下の 5点が話されました。 

① 旧優生保護法について（健康長寿課・岩崎より県の取り組みを報告があり議論） 

② ヒューマンライブラリーについて（福祉教育を体験学習ではないものに） 

③ 学校における障害者雇用について（福祉教育よりも身近に当事者がいる一つの例とし

て） 

④ インクルーシブ教育について（福祉教育の議論から始まった課題） 

⑤ 虐待について 

 

②～④は現状の福祉教育では不十分であることの議論から出てきた課題であると考えます。当協

会の関連団体は地域で生活をしている当事者も多く、障害の程度や種別に関係なく、県内の地域

に散らばっているます。そこで、以下の内容で、アンケートを取っていきたいと考えています。 

ご協力をお願いいたします。（✉:   jirituseikatukyokai@wing.ocn.ne.jp） 

 

① 福祉教育の各地の団体や個人がどんなふうに取り組んでいるか（参加しているか） 

②  特別支援教育支援員の配置の具体的な内容（例えば、東松山市は特別支援学級に

しか配置できない）。合理的配慮の提供につながるので、配慮ルールを調べる。 

③ 学校における障害者雇用（福祉教育よりも障害を持つ人が小さいころから一緒に育

つとか働いているという話の中で出た問題）。学校現場で働いている障害者の仕事内

容の具体例） 
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                           ２０１９年９月  日 

埼玉県教育委員会教育長 様 

            どの子も地域の公立高校へ・埼玉連絡会 代表・斎藤尚子                            

            埼玉障害者市民ネットワーク      代表・野島久美子 

               要望書（案） 

  

 日頃より、障害のあるなしにかかわらず、高校教育を希望する人たちが一緒に学べるよう、

ご尽力いただきありがとうございます。 

 入試に向けた動きもこれから本格的になっていきます。障害があることで未だにきびしい

現状に不安を抱きながらも、受験生たちは高校でみんなと一緒に学びたいという希望を持っ

て取り組んでいます。来春その希望が叶うよう、よろしくお願いいたします。 

 ８月２９日、３０日の総合県交渉では、県の基本理念は「共に学ぶ方向」としながら、現

状では多様な学びの場で環境整備に取り組むというたいへん矛盾した回答でした。実際子ど

もたちは共に学ぶどころか分けられる一方で、特別支援学校の生徒が急増して施設不足が深

刻化しているほどです。さらに働く場においては、さいたま市におけるエスプールプラスの

ように、大企業の雇用率を達成するために障害者雇用を肩代わりする企業まで出てきていま

す。雇用されてもその企業で一緒に働くのではなく、障害者だけが別の企業に集められて働

いているのです。これで共生社会に向かっていると言えるのでしょうか。 

子どものころから一緒に育ち学ぶことなしに、職場や地域で付き合っていくことがむずか

しいことは明らかで、共生社会とは程遠いものになっています。 

 それにもかかわらず、「魅力ある県立高校づくり実施方策策定に向けて（再編整備の進め

方）」により第１期実施方策が進められています。先の再編（２１世紀いきいきハイスクー

ル推進計画）において、高校の統廃合によりどれだけ障害のある生徒が高校で学べなくなっ

たことでしょうか。その一方で特別支援学校とりわけ高等部が肥大化してきています。 

 １９６３年に文部省から「高等学校の目的に照らして、心身に異常があり修学に堪えない

と認められる者、その他高等学校の教育課程を履修できる見込みのない者をも入学させるこ

とは適当でない。」という通知が出され、高校は選ばれた人が入学する所という概念（適格

者主義）が植え付けられてきました。この差別的な文言は後に削除されましたが、適格者主

義の概念は払拭されないまま現在に至っています。高校の再編についても県の回答では、障

害のある生徒は特別支援学校高等部でと全く別にされていて、高校で学ぶことについては想

定されていません。 

高校でも一緒に学んで共生社会へつなげていく方向への切り替えが今迫られているので

はないでしょうか。以上のことも踏まえながら、次の点について要望いたします。 

 

1.障害などにより得点のむずかしい生徒に対し差別しないで受け入れてください。 

「不利益な取り扱いにならないよう」ということで受験時の配慮を認めても、知的な障

害や重い障害の人は点数が取れません。その結果入学できない、高校で一緒に学べない

という現在の入試制度は「社会的障壁」であり、それが除去されないのは差別です。差

別することなく受け入れてください。 

２「公正公平」についての捉え方を再検討してください。 

「障害のあるなしにかかわらず、公正公平に選抜する」と県は言いますが、得点がむず

かしい障害者にとっては入れない選抜制度であり、公正公平ではありません。わずかな

配慮だけで一律に点数で合否を決める制度では、障害のある生徒はスタートからマイナ

スの地点に立たされているのです。そのことを考慮せず、点数一元化がさも公正公平で

あるかのような考え方は障害者差別です。 

3.入学者選抜実施要項・選抜要領の改定を行ってください。 
現在の実施要項の‶「障害を理由とする差別の解消に関する法律」を踏まえ、不利益な
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取り扱いにならないよう″ということで行われている措置願の制度は、一定の受験時の

配慮をしても合格点に達しないからと高校で学べない状況を生んでいます。法に反して

いないと言いますが、‶障害の有無によって分け隔てられることなく″という差別解消

法の目的に沿っているとは言えず、むしろ差別を温存しているのではないでしょうか。

〝「障害を理由とする差別の解消に関する法律」を踏まえ″と言うのであれば、‶障害の

あることにより、差別的な取り扱いにならないよう、十分留意する。″と改めると共に、

受け入れるために要項・要領を見直ししてください。 

4.通知を改めて定員内不合格を０にしてください。 

県として提示した定員の内であれば、得点がむずかしくても、生徒指導上の問題など他

の理由であっても、県民として高校で学ぶ権利があるはずです。そのような生徒こそ学

ぶ機会を保障し育てていくことが県政の課題でもあるのではないでしょうか。確実に定

員内不合格を出さないようにするため、通知の「可能な限りその全員を入学許可候補者

とするよう努め」を「可能な限り」を削除し「その全員を入学許可候補者とし」に、「確

保しがたい場合には」を「その全員を入学許可候補者としがたい場合には」に改めて指

導してください。 

5.希望者全入になっていない段階での統廃合はやめてください。障害のある生徒

を含め、多様な人たちが学べるような魅力ある高校づくりをしてください。 

先の統廃合で、障害などにより得点のむずかしい生徒たちは入学できなくなりました。 

さらに統廃合し、このような生徒たちを排除して「魅力ある」「活性化する」高校にし

ていくというのはいかがなものでしょうか。定員枠が狭められるだけでなく、学校が遠

くなると通学がむずかしくなるといった問題も出てきます。地域に住む多様な子どもた

ちを受け入れて育てていく姿勢がなければ、活性化と言っても一時的なものに終わるの

ではないでしょうか。 

6.高校向け説明会において特に次の点について説明してください。 

①障害のあるなしにかかわらず、公立高校への入学を希望する生徒を受けとめていく姿

勢であること。 

② 実施要項の‶「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」を踏まえ″の意味

について。 

③ 地元の高校を希望する生徒を積極的に受けとめていくこと。 

④ 受験時の配慮について「社会モデル」の考え方で本人・保護者の希望に沿って行う

こと。代替措置も含め、建設的対話により十分に協議すること。 

以上文書での回答をお願いいたします。 

 高校問題交渉は 11月 21日（木） 14時から 16時半 埼仏会館 2階会議室 
今年度は二人の受験生がいる。小学校中学校と一緒にやってきているが点数を取るのが難し

い。でも、地元の高校に行きたいと受験する。埼玉県は第 1希望と第 2希望とあり、定員オーバ

ーの場合、点数がいい子を入れている。まずは、第 1 希望を優先していくように要望していきた

い。点数でとるのは知的障害に対する差別。公平公正というが、知的に障害があって点数が取れ

ない中で、点数がいい人からとるのは土台からして差別だということを話していきたい。 

 

11月 10日（日）に「道徳ってなんだ？」が行われました。 
宮澤弘道さんから道徳の教科化の問題点について説明、実際に教科書でどのように授業が行われ

ているかなど話してもらいました。聞けば聞くほどおかしくて、でも先生たちも疑問に思う余裕

もなく、子どもたちにすりこまれていくのかと思うとぞっとします。 

障害のある子どもたちなど居づらくなるような教材もあり、一緒に学べなくなっていく要因の一

端を感じました。（竹迫）   
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県交渉参加して思うこと     坂口 佳代子（さいたま市） 

今年で何回目になるのだろか？毎年この時期に行われる総合県交渉 

今年も埼玉県の各市からたくさんの障害者・団体が県庁と埼玉会館へ押し寄せて

来た。事前に県へ提出している要望書を元に回答を求めるが一番の目的ではある

が、実際のところは納得する回答なんて少なく、現状の障害者の生活や日々の不便

さを訴え聞いてもらう場と言ったほうのがしっくりくるのは私だけであろうか 

会える人はしょっちゅう会うがなかなか会えない人はある意味、この総合県交渉

の場が一年に一度の同窓会的な場にもなっているように・・・ 

 

いろいろな問題提起された中でやはり自分が一番腑に落ちないのは、就学前に分

けられる傾向が多くみられること、小さいころから分けられた子供は小学校から高

校まで特別支援学校へ、卒業すれば死ぬまで施設（通所）暮らし。まさに「ゆりか

ご」から「墓場」まで障害者の世界から抜けられることない人生。 

子供が小さいときはこれが障害から来るものなのか？はたまたただ単に発達が少

しゆっくりなだけなのか？そんな不安を抱え相談に行く親には、こちらへと勧めら

れた方へ行きがちになり、そのまま子供の幸せを願って？と言い聞かせつつ、ぬる

～～～～～～い世界へどっぷり浸かっていき子供たちの思いはいずこへ・・・ 

 

障害があろうがなかろうか、地域で暮らし、回りにたくさんの迷惑を掛ける経験

がすべてであり、親もそこから学習することはたくさんあるように思うし、子供な

りの良しあしもその中で、判断できるようにも思うし、たくさんの刺激を受けて、

生活をしていったほうが楽しいのではないだろうか。 

そこでの悩み苦労は、障害者・健常者関係なくだれしもあること、いつも私が言

ってる、その時は突然に来る！親はいつまでも生きてるわけじゃない！親が死んだ

あと、子供はどうやって生活をしていくのだろうか 

施設に預けていれば安心？？？？その施設の職員だ

って結果他人です。いつ何時、すべてを捧げられるわ

けではない、となるとやはり、自分の子供の責任はあ

る程度道筋をつけ、どちらに転んでも大丈夫なよう

に、小さいころから分ける事ではなく、親子ともども

意識を持つこと・・・大事に思う 

経験の数だけ、苦労も増える一方、楽しみや喜び、人

間が味わうごくごく当たり前の経験をたくさんしてほ

しいと思います。 
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